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枚方市と枚方市職員労働組合の団体交渉の要旨 

 

１．日 時 令和６年（2024年）５月 21日（火） 午後７時 00分～午後８時 35分 

２．場 所 枚方市職員会館 大会議室 

３．出席者 組合側：執行委員長以下約 30名 

市 側：総務部長、総務部次長、人事課長、職員課長、 

教育政策課長、上下水道総務課長、市立ひらかた病院総務課長、 

書記（人事課・職員課 課長代理） 

４．課 題 「2024年夏季一時金等に関する要求書」及び「2024年夏季重点要求書」に 

基づく交渉（２回目） 

 

＜交渉内容要旨＞ 

Ⅰ．前回の交渉を受けて 

組  合 市 

・ 前回の交渉を受けて、何か回答できるものは

あるか。 

・  現時点で回答できるものは持ち合わせていな

いが、本日の交渉も誠意をもって臨みたい。 

 

 

Ⅱ．生活改善について 

組  合 市 

・ 物価上昇など社会情勢の変化は激しく、組合

員のアンケートの結果からも、職員の生活は厳

しい状況が続いている。当局は、生活改善に向

けて、雇用者責任を果たす必要があるが、職員

の生活が苦しい状況であるということを、きち

んと認識しているのか。 

 

・ 会計年度任用職員の雇用の安定を図るため、

公募によらない再度の任用時の上限回数を撤廃

すべきと考えるがどのように考えているのか。 

 

・ 生活が苦しいという声があることは認識して

いる。 

 

 

 

 

 

・ 試験方法については、引き続き競争試験とす

るが、人材流出防止の観点や新規受験者との公

平性を踏まえたうえで、協議を重ねていく。 

 

 

Ⅲ．人員体制について 

組  合 市 

・ 保育現場では、産育休などで、人員不足が続

いており、週替わりの担任となっていることな

どは、子どもたちに不安を抱かせることにつな

がる。子どもたちが安心して過ごせるよう適正

な人員を配置し、安定性を保つことが必要であ

ると考えるがどのような認識か。 

・ 各職場の実態を見極め、適正配置に努めてい

く。 
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・ 福祉の職場では、ケースワーカーが不足して

おり、任期付職員の募集をしても応募がない状

況であることから、正職員で募集し、人員を確

保していくことが必要であるがどのように考え

ているのか。 

 

・ 各職場の実態を見極め、適正配置に努めてい

く。 

 

 

 

 

Ⅳ．夏季休暇について 

組  合 市 

・ 夏季休暇は、猛暑の中、職員が元気回復を図

るために必要なもので、取得率も高いものであ

る。他市の付与状況をみても、７日又は８日の

自治体があり、本市においても、現状の５日か

らの改善について、検討すべきであると考える

がどのような認識か。 

 

・ 近隣自治体の状況を踏まえると、付与日数の

拡充は困難であるが、環境の変化も踏まえた働

きやすい職場環境づくりに向けた検討は必要で

あると考えている。 

 

 

 

Ⅴ．定年延長について 

組  合 市 

・ 定年延長により、60歳を超えた職員の給与が

７割水準となっているが、それまでの高年齢層

の職員の賃金も、大きな引上げはなされず置き

去りになっている。賃金の改善などが必要であ

るがどのように考えているのか。 

 

・ 60歳を超えた職員の給与水準を引上げること

はできないが、高年齢層の職員も働きやすい職

場環境づくりに向けた制度整備に努めていく。 

 

 

 

 

Ⅵ．総合評価制度について 

組  合 市 

・ 総合評価制度は公正に行わなければならない

が、アンケート結果から、評価者によって、評

価内容が変わるなどの意見があるが、どのよう

に考えているのか。 

・ 評価者研修を継続して実施しており、実績に

基づく適正な評価を行っていく。 

 

 

 


